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　 公 益 財 団 法 人 日 本 財 団 の 助 成 金 、 町 の 補 助 金 を 受 け 、 「 す ぱ ー く 奈 義 」 の 人 工 芝 へ の 修 繕 工

事 を 行 い ま し た 。 工 事  期  間 中 は 臨  時  休  館 を さ せ て い た だ い て お り ま し た が 、 こ の ３ 月 よ り リ ニ ュ

ー ア ル い た し ま し た 。 長  期  間 に わ た り 、 ご 理  解 ご  協 力 を い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。 新 し

く な っ た 「 す ぱ ー く 奈 義 」 で は 、 ゲ ー ト ボ ー ル は も ち ろ ん 、 テ ニ ス な ど 多 目 的 に ご 利 用 い た だ け ま

す 。 こ れ か ら も 「 す ぱ ー く 奈 義 」 を ご 利 用 い た だ き 、 健 康 づ く り ・ 仲 間 づ く り に お 役 立 て く だ さ

い 。

　 皆 様 の ご 利 用 を お 待 ち し て お り ま す 。

屋  内  ゲ  ー ト ボ  ー  ル  場

「 す ぱ ー く 奈 義 」 が

人  工  芝  に リ ニ  ュ ー ア ル

し ま し た  。

今 後 は 、 多 目 的 に

ご  利 用 い た だ け ま す 。



３ 月 2 2 日 に 開 催 さ れ た 理 事 会 と ３ 月 3 0 日 に 開 催 さ れ た 評 議 員 会 に お い て 、 令 和 ４ 年 度 奈

義 町 社 会 福 祉 協 議 会 事 業 計 画 及 び 収 支 予 算 が 慎 重 に 審 議 さ れ 、 承 認 さ れ ま し た の で そ の 概 要

を お 知 ら せ し ま す 。

少 子 高 齢 化 が 進 み 、 生 活 困 窮 、 虐 待 、 ひ き こ も り 、 孤 立 、 地 域 で の つ な が り の 希 薄 化 な ど 地 域

に お け る 地 域 生 活 課 題 が 浮 き 彫 り に な り 、 ま た 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 拡 大 に よ っ て 、

さ ら に 複 雑 化 、 複 合 化 、 深 刻 化 し て い ま す 。

こ れ ら 様 々 な 課 題 の 対 応 に 向 け て 、 地 域 住 民 及 び 福 祉 組 織 等 関 係 者 の 協 働 に よ り め ざ す 姿

を 共 有 し 、 課 題 解 決 に 取 り 組 み 、 誰 も が 支 え 合 い な が ら 安 心 し て 暮 ら す こ と が で き る 「 と も に

生 き る 豊 か な 地 域 社 会 」 づ く り を 推 進 す る こ と が 、 ま す ま す 重 要 に な っ て い ま す 。

こ う し た 中 、 奈 義 町 社 会 福 祉 協 議 会 で は 、 地 域 福 祉 を 推 進 す る 中 核 的 な 団 体 と し て 、 町 民 主

体 の 基 本 理 念 に 基 づ き 地 域 住 民 、 ボ ラ ン テ ィ ア 、 福 祉 委 員 、 民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 、 保 健 、 福 祉 、 医

療 、 介 護 、 行 政 な ど の 関 係 機 関 と よ り 一 層 の 連 携 を 図 り な が ら 、「 住 み 慣 れ た 地 域 で 最 期 ま で

安 心 し て 暮 ら せ る 地 域 社 会 の 実 現 」 を 目 指 し た 活 動 を 推 進 し ま す 。

本 年 度 は 平 成 3 0 年 度 に 策 定 し た 、 奈 義 町 社 会 福 祉 協 議 会 地 域 福 祉 活 動 計 画 の ４ 年 次 目 を

迎 え 、 残 り ２ か 年 の 取 り 組 み を 着 実 に 具 現 化 し 、 本 会 に 求 め ら れ る 社 会 福 祉 事 業 の 中 心 的 役

割 を 果 た す と と も に 、 地 域 に お け る 公 益 的 な 取 り 組 み を 図 り ま す 。

ま た 、 本 年 ４ 月 か ら 指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 所 の 開 設 を 行 い 、 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー の 受 託

運 営 、 指 定 訪 問 介 護 事 業 の 経 営 等 更 な る 行 政 と の 連 携 、 地 域 包 括 支 援 体 制 を 強 化 し 、 超 高 齢 社

会 に 即 し た 地 域 社 会 づ く り を 推 進 し ま す 。

令 和 ４ 年 度 奈 義 町 社 会 福 祉 協 議 会 予 算

● 社 会 福 祉 事 業 （ 一 般 会 計 ） （ 単 位 ： 千 円 ）
( 単 位 ： 円)

                  収 　 　 　 　 　 入  

           項 　 　 目 金 　 　 額

会 費 収 入 3, 6 3 0 

寄 附 金 収 入 1, 9 0 0 

経 常 経 費 町 補 助 金 収 入  2 5, 0 7 0 

町 受 託 金 収 入 2 3, 8 7 7 

県 社 協 受 託 金 収 入 5 7 3 

利 用 料 収 入 2, 2 3 0 

居 宅 介 護 料 収 入 4, 0 0 0 

居 宅 介 護 支 援 介 護 料 収 入  3, 6 0 0 

共 同 募 金 配 分 金 収 入 8 7 0 

受 取 利 息 配 当 金 収 入 5 

雑 収 入 2 0 

前 期 末 支 払 資 金 残 高 1 0, 2 2 5 

収 　 入 　 合 　 計 7 6, 0 0 0

 支 　 　 　 　 　 出 

           項 　 　 目 金 　 　 額

法 人 運 営 事 業 費 1 2, 3 5 6 

一 般 福 祉 事 業 費 4, 7 2 9 

高 齢 者 一 般 福 祉 事 業 費 4, 9 0 0 

介 護 予 防 施 設 管 理 運 営 事 業 費 1 5, 4 0 0 

地 域 ・ 包 括 支 援 事 業 費 2 0, 1 6 7 

認 知 症 総 合 支 援 事 業 費 3, 4 5 2 

介 護 予 防 サ ー ビ ス 計 画 事 業 費   1, 3 0 0 

訪 問 介 護 事 業 費 8, 6 1 3 

居 宅 介 護 支 援 事 業 費 4, 0 5 9 

そ の 他 の 活 動 支 出 3 7 4 

予 備 費 6 5 0 

 

支 　 出 　 合 　 計 7 6, 0 0 0 

令 和 4 年 度 奈 義 町 社 会 福 祉 協 議 会 活 動 方 針



　 社 協 会 費 は 、 各 地 区 で 行 わ れ て い る 地 域 福 祉 活 動 、 敬 老 会 な ど の 長 寿 万 歳 事 業 、 子 育 て 支 援 事 業 、 老

人 ク ラ ブ な ど の 福 祉 活 動 団 体 へ の 助 成 の た め の 貴 重 な 資 金 と な っ て お り ま す 。

　 今 後 も 、 さ さ え あ い の ま ち づ く り 、 豊 か な く ら し の 実 現 の た め 、 引 き 続 き 皆 様 の ご 理 解 ご 協 力 を い

た だ き ま す よ う よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。

　 令 和 ３ 年 度 奈 義 町 社 会 福 祉 協 議 会 会 費 に

つ き ま し て は 、 一 般 会 員 ・ 特 別 会 員 ・ 賛 助 会 員

の 皆 様 に 多 く の あ た た か い ご 支 援 を い た だ

き あ り が と う ご ざ い ま し た 。

　 ま た 、 福 祉 委 員 の 皆 様 に は 地 区 内 で の 集 金

等 、 お 忙 し い 中 大 変 お 世 話 に な り ま し た 。

一 般 会 費 2, 4 4 8, 0 0 0 円

特 別 会 費 1, 1 4 0, 0 0 0 円

賛 助 会 費 1 0 3, 0 0 0 円

合 　 　 計 3, 6 9 1, 0 0 0 円

対 象 ： 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に よ る 休 業 な ど で 、 緊 急 か つ 一 時

的 な 生 計 維 持 の た め の 貸 し 付 け を 必 要 と す る 世 帯

貸 付 上 限 ： 2 0 万 円 以 内 　 　

〇 緊 急 小 口 資 金 貸 付 金 （ 特 例 貸 付 　 主 に 休 業 さ れ た 方 向 け ）

対 象 ： 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に よ る 失 業 な ど で 、 日 常 生 活 を 続 け る こ と が 困 難 と

な っ て い る 世 帯

貸 付 上 限 ： ２ 人 以 上 の 世 帯 　 月 2 0 万 円 以 内 、 単 身 世 帯 　 月 1 5 万 円 以 内

※ 貸 付 期 間 ： 原 則 ３ ヶ 月 以 内

〇 総 合 支 援 資 金 貸 付 金 （ 特 例 貸 付 　 主 に 失 業 さ れ た 方 等 向 け ）

貸 付 上 限 ： ２ 人 以 上 の 世 帯 　 月 2 0 万 円 以 内 、 単 身 世 帯 　 月 1 5 万 円 以 内

申 請 方 法 ： 社 会 福 祉 協 議 会 が 行 う 特 例 貸 付 決 定 の 写 し を 添 付 し 、 申 請 書 を 提 出

〇 た す け あ い 貸 付 金 （ 奈 義 町 ）

奈 義 町 社 会 福 祉 協 議 会 会 費 納 入 の お 礼

申 込 受 付 期 間 ： 令 和 ４ 年 ６ 月 3 0 日 ま で 期 間 延 長

問 い 合 わ せ 先 ： 奈 義 町 社 会 福 祉 協 議 会 　 ☎ 3 6- 6 3 6 3

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 事 業 の お 知 ら せ で す



「 お 互 い さ ま 」「 助 け 合 い 」 の 地 域 づ く り を 進 め よ う ！

　 令 和 ３ 年 1 0 月 か ら 行 わ れ ま し た 「 赤 い 羽 根 共 同 募 金 運  動 」 で は 、 皆 様 か

ら の ご  支  援 ご  協 力 に よ り 、 多 く の  募  金  が 集 ま り 無  事  終 了 し ま し た 。 昨  年 度

お 寄 せ い た だ い た 募 金 は 、 県 共 同 募 金 会 を 通 じ て 、 今 年 度 に 配 分 さ れ 地 域

福 祉 活 動 へ 役 立 て ら れ ま す 。 大 変 あ り が と う ご ざ い ま し た 。

令 和 ３ 年 度 募 金 実 績 額

1, 0 1 8, 5 0 6 円

令 和 3 年 度 奈 義 町 社 協 へ の 配 分 額

・ 戸 別 募 金  ・ 法 人 募 金

・ 職 域 募 金  ・ そ の 他 募 金

・ 各 地 区 地 域 福 祉 活 動 へ の 助 成 　 ・ 町 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 活 動 へ の 助 成

・ 各 種 団 体 活 動 へ の 助 成 　 　 　 　 ・ 社 協 だ よ り の 発 行

赤 い 羽 根 共 同 募 金 運 動 へ ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま し た ！ 　

8 9 0, 0 0 0 円

社  協  理  事  の 異  動 に つ い て
  理 事 に 異 動 が あ り ま し た の で ご 紹 介 し ま す 。（ 敬 称 略 ）

■ 理 　 事

　 新 　 任 　 那 　 須 　 佳 代 子 （ な ぎ み 苑  苑 長 ）

地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー が 社 会 福 祉 協 議 会 の 事 務 所 内 へ 移 転 し ま し た 。

住 所 ・ 電 話 番 号 等 の 変 更 は あ り ま せ ん 。



　 居 宅 介 護 支 援 事 業 所 と は 、 ケ ア マ ネ ジ ャ ー が 常 駐 し て い る 事 業 所 の こ と で す 。 利 用 者 が 可 能 な 限

り 自 宅 で 自 立 し た 日 常 生 活 を 送 る こ と が で き る よ う 、 ケ ア マ ネ ジ ャ ー が 、 利 用 者 の 心 身 の 状 況 や 置

か れ て い る 環 境 に 応 じ た 介 護 サ ー ビ ス を 利 用 す る た め の ケ ア

プ ラ ン を 作 成 し 、 そ の プ ラ ン に 基 づ い て 適 切 な サ ー ビ ス が 提

供 さ れ る よ う 、 事 業 者 や 関 係 機 関 と の 連 絡 ・ 調 整 を 行 い ま す 。

　 奈 義 町 社 会 福 祉 協 議 会 で は 、 奈 義 町 の 地 域 福 祉 の 一 助 を 担 う た め 、 居 宅 介 護 支 援 事 業 所 を 開 設 し

ま し た 。

　 訪 問 介 護 事 業 所 で は 、 毎 月 ス タ ッ フ 会 議 を 行 っ て 、 日 々 の ご 利

用 者 様 の ご 様 子 の 情 報 共 有 、 支 援 方 法 の 統 一 等 を 検 討 し て い ま

す 。 ま た 、 会 議 後 に は 研 修

を 実 施 し 、 ス タ ッ フ 一 人 ひ

と り の 技 術 の 向 上 に も 力

を 入 れ 、 安 心 し て ご 利 用 い

た だ け る 事 業 所 を 目 指 し

て お り ま す 。

居 宅 介 護 支 援 事 業 所 と は ？

※ ま ず は お 気  軽 に ご  相  談 く だ さ い

場 所 ： 奈 義 町 豊 沢 3 2 7- 1 （ 保 健 相 談 セ ン タ ー 内 ） 　 ☎ 0 8 6 8- 3 6- 5 5 5 0

清 拭 の 練 習足 浴 の 練 習

日 々 精

進

! !

問 介 護 通 信

令 和 ４ 年 ４ 月 １ 日
奈 義 町 社 会 福 祉 協 議 会
居 宅  介  護  支  援  事  業  所 を 開  設 し ま し た 。

令 和 ４ 年 ４ 月 １ 日
奈 義 町 社 会 福 祉 協 議 会
居 宅  介  護  支  援  事  業  所 を 開  設 し ま し た 。

訪

基 本 技 術 を ベ ー ス

に 、 利 用 者 様 お 一 人

お 一 人 に 合 っ た 介 助

を 目 指 し ま す 。



見  守  り 上  手 ！ 見  守  ら  れ  上  手 ！ に  な  ろ  う

「 見 守 り 上 手 」

　 「 見 守 っ て あ げ る 」 と い う 気 持 ち で は な く 、 同 じ 地 域 に 住 む 方 々 で 「 お 互 い 様 」 と い う 同

じ 目 線 で の 気 持 ち が 大 切 で す 。 無 理 を せ ず 気 長 に 信 頼 関 係 を 築 き ま し ょ う 。 親 し き 中 に も

礼 儀 あ り 、 さ り げ な く 見 守 り の 適 度 な 距 離 を 保 ち ま し ょ う 。

「 見 守 ら れ 上 手 」

　 日 頃 か ら 、「 さ り げ な く 様 子 を み て い て ね 」 と お 願 い し て お き ま し ょ う 。

「 子 ど も の 所 に ２ ～ ３ 日 行 っ て き ま す 、 安 心 し て い て 」 な ど 伝 え る 心 配 り も 必 要 で す 。

「 気 に な る 人 は ？ 」

一 人 暮 ら し の 高 齢 者

地 域 サ ロ ン な ど の 地 区 行 事 に 参 加 し な い 人 、 近 所 付 き 合 い が な く 、 自 宅 に こ も り が ち や 外

出 し な い 人 、 病 気 が ち で 外 出 の 機 会 が 減 っ て い る 人 　 な ど 　 　

「 見 守 り の 例 … ち ょ っ と 様 子 が お か し い な ？ 」

・ 新 聞 や 郵 便 物 が た ま っ て い る 　 ・ 窓 ・ カ ー テ ン ・ 雨 戸 が 開 か な い

・ 暗 く な っ て も 、 電 気 が つ か な い 　

・ 夜 に な っ て も 洗 濯 物 が 干 し た ま ま

・ 何 日 も 同 じ 洗 濯 物 が 干 し て あ る 　 な ど

す ぱ ー く 奈 義 利 用 料 に つ い て

～  住  民  参  加  で  、 我  が  事  ・ 丸  ご  と ・ た  す  け  愛  ～

気 に な る こ と は 、 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー ま で 　 ☎ 3 6- 4 1 1 9

お 問 合 せ は 、 社 会 福 祉 協 議 会 ま で 　 ☎ 3 6- 6 3 6 3

※ （ 使 用 料 の 減 免 ）
⑴ 国 、 地 方 公 共 団 体 又 は

公 益 的 団 体 が 公 用 又 は
公 益 の た め に 使 用 す る
と き 。

⑵ 営 利 を 目 的 と し な い 使
用 で 特 別 の 理 由 が あ る
と 認 め た と き 。

⑶ ス ポ ー ツ 振 興 に 必 要 と
認 め る 団 体 が 使 用 す る
と き 。

⑷ 前 ３ 号 の ほ か 、 会 長 が
特 に 必 要 が あ る と 認 め
た と き 。

● 令 和 ４ 年 ４ 月 １ 日 よ り 下 記 の と お り 利 用 料 が 変 更 に な り ま し た 。

※ 町 外 者 の 使 用 料 は 上 記 金 額 の ２ 倍 の 額 と す る 。

  使 用 種 別  単  位          使 用 料            備   考

 
ゲ ー ト ボ ー ル  １ 時 間 に つ き

  一 　 　 　 般 　 3 0 0 円 

     高 校 生 以 下 　 1 5 0 円  １ 面 当 た り の 金 額 

 
そ 　 の 　 他   １ 時 間 に つ き

  一 　 　 　 般 　 3 0 0 円  全 面 使 用 は ２ 倍 の 金 額 

     高 校 生 以 下 　 1 5 0 円

 
テ 　 ニ 　 ス   １ 時 間 に つ き

  一 　 　 　 般 　 3 0 0 円 
全 面 使 用

     高 校 生 以 下 　 1 5 0 円 

　 超 高 齢 社 会 と な り 、 一 人 暮 ら し 高 齢 者 ・ 高 齢 者 世 帯 が 増 加

す る 中 、 安 否 確 認 や 災 害 発 生 時 の 避 難 指 示 等 の 必 要 性 が 高

ま っ て い ま す 。 一 人 で も 多 く の 住 民 が 少 し だ け 見 守 り に 参

加 す る こ と で 、 不 幸 な 事 故 や 悪 徳 商 法 や 詐 欺 な ど の

事 件 を 未 然 に 防 ぐ こ と を で き る 場 合 が あ り ま す 。



一 人 暮 ら し の 方 に 、 手 づ く り ク リ ス マ ス カ ー ド を

お  送 り し ま し た

　  奈  義  町 ボ ラ ン テ ィ ア 会 で は 、1 2 月 1 2 日 に ９ 支  部

の 7 5 歳 以 上 の 一 人 暮 ら し の 方 に 、 ク リ ス マ ス カ ー ド

を  作 成 し て 、 ク リ ス マ ス に お う ち の  郵 便  受 け に 届 く よ

う 郵 送 し ま し た 。 ３ 年 目 と も な る と ア イ デ ア を 凝 ら し

た  素  敵  な カ ー ド が  で  き ま し た 。

コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 予 防 で 、 家 の 中 に 閉

じ こ も り が ち な 皆 様 の 心 に 暖 か い 火 が と も れ

ば い い な と 心 を 込 め ま し た 。

受 け 取 っ た 高 齢 者 さ ま か ら 、 喜 び の 声 を い

た だ き ま し た 。

奈 義 町 版 エ ン デ ィ ン グ ノ ー ト の 改 訂 を 行 い ま し た

町 か ら の  委  託 を  受 け 、 平  成 ２ ７ 年  度 に 作  成 し た  奈  義  町  版 エ ン デ ィ ン グ ノ ー ト 「 私 ら し ゅ う 生 き る

ノ ー ト 」 の 改 訂 を 行 い ま し た 。 医 師 、 薬 剤 師 、 保 健 師 、 ケ ア マ ネ ー ジ ャ ー 、 他 の ８ 人 の メ ン バ ー で ３

回  に  わ た っ て  検  討 し ま し た  。

エ ン デ ィ ン グ ノ ー ト は 、「 要 介 護 状 態 に な っ た 時 、 そ し

て 最 期 の 時 を 迎 え る 時 、 よ り 自 分 の 希 望 に そ っ た 豊 か

な も の に す る 」 た め に 活 用 し て い た だ く も の で す 。 病 気

が 治 る 見 込 み が な い 場 合 の 「 延 命 治 療 」 の 希 望 や 介 護

に 対 す る 希 望 、 死 後 の 希 望 、 人 生 の 思 い 出 や 今 後 の 人

生 の 暮 ら し に つ い て 記 入 し 、 家 族 や 医 師 等 の 医 療 関 係

者  等  と  、 話  し  合  い  、 共  有  す  る  こ  と  で  あ  な  た  の  希  望  や  思

い を 共  有 す る こ と が  で き る と と も に 、 そ の 人  た ち の 負

担 や 悔 い を 軽 く す る こ と が 期 待 で き ま す 。

今 後 、 地 域 サ ロ ン 等 で 普 及 し て い き ま す 。
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社 会 福 祉 協 議 会 へ

令 和 ３ 年 1 1 月 1 1 日 ～ 令 和 4 年 ３ 月 1 0 日

金 一 封 （ 敬 称 は 省 略 さ せ て い た だ き ま し た ）

令 和 ４ 年 度 　 心 配 ご と 相 談 開 催 日 の お 知 ら せ

　 あ わ せ て 行 政 ・ 人 権 ・ 教 育 相 談 が 開 催 さ れ 、 人 権 権 利 擁 護 委 員 ・ 民 生 児 童 委 員 ・

行 政 相 談 員 の 皆 様 が ご 相 談 を お 受 け し ま す 。

ご  寄  付 あ り が と う ご ざ い ま し たご  寄  付 あ り が と う ご ざ い ま し た

● 時 　 間 　 午 前 １ ０ 時 ～ 午 後 ３ 時 ま で 　 　 ● 場 　 所 　 奈 義 町 文 化 セ ン タ ー

令 和 ５ 年

令 和 ４ 年

香 典 返 し と し て香 典 返 し と し て

上 町 川 ・ 木 　 村 　 和 　 子 （ 亡 夫 　 孝 之 ）

成 　 松 ・ 畑 　 田 　 　 　 緑 （ 亡 夫 　 幸 喜 ）

津 山 市 ・ 光 　 井 　 啓 　 之 （ 亡 母 　 藤 安 俊 子 ）

広 　 岡 ・ 奥 　 　 　 唯 　 良 （ 亡 母 　 榮 惠 ）

小 　 坂 ・ 森 　 渕 　 英 　 昭 （ 亡 母 　 玲 子 ）

小 　 坂 ・ 森 　 淵 　 　 　 勇 （ 亡 母 　 つ や 子 ）

荒 内 西 ・ 黒 　 田 　 　 　 章 （ 亡 母 　 八 重 子 ）

小 　 坂 ・ 寺 　 坂 　 誠 　 師 （ 亡 祖 母 　 チ エ 子 ）

西 　 原 ・ 國 　 富 　 幸 　 子 （ 亡 夫 　 俊 久 ）

皆 　 木 ・ 永 　 幡 　 善 　 弘 （ 亡 父 　 昭 治 ）

　 柿 　 ・ 定 　 森 　 孝 　 洋 （ 亡 父 　 計 志 ）

馬 　 桑 ・ 長 　 畑 　 和 　 志 （ 亡 母 　 寅 子 ）

広 　 岡 ・ 福 　 永 　 　 　 悠 （ 亡 父 　 忠 昭 ）

豊 　 沢 ・ 森 　 藤 　 和 　 弥 （ 亡 母 　 智 津 子 ）

西 　 原 ・ 國 　 富 　 直 　 哉 （ 亡 母 　 知 枝 ）

広 　 岡 ・ 芦 　 田 　 正 　 則 （ 亡 母 　 秋 江 ）

高 　 円 ・ 田 　 中 　 香 代 子 （ 亡 夫 　 陽 郎 ）

上 町 川 ・ 菅 　 田 　 益 　 美 （ 亡 夫 　 永 ）

米 寿 祝 い 返 し と し て米 寿 祝 い 返 し と し て

西 　 原 ・ 元 　 番 　 　 　 實

豊 　 沢 ・ 赤 　 堀 　 敦 　 子

成 　 松 ・ 鈴 　 木 　 　 　 忠

西 　 原 ・ 野 々 上 　 久 美 夫

社 会 福 祉 の た め に社 会 福 祉 の た め に

中 島 西 ・ 桑 　 村 　 宗 　 次 （ エ ア ロ バ イ ク ）

広 　 岡 ・ 鷲 　 田 　 　 　 豪

　 柿 　 ・ 芦 　 田 　 孝 　 子 （ ベ ビ ー バ ス ）

社 会 福 祉 事 業 （ 善 意 の 基 金 と し て ）社 会 福 祉 事 業 （ 善 意 の 基 金 と し て ）

　 柿 　 ・ 柴 　 田 　 　 　 守

「 ヤ ク ル ト 愛 の 車 い す 」 を

寄  贈 い た だ き ま し た  。
１ 月 2 0 日 、 「 令 和 ３ 年 度  第 4 ８ 回 ヤ ク

ル ト ・ チ ャ リ テ ィ ー セ ー ル 」 の 収 益 金 に

よ り 、 津 山 ヤ ク ル ト 販 売 株 式 会 社 様 よ り

車 い す を 寄 贈 い た だ き ま し た 。

寄 贈 い た だ い た 車 い す は 、 介 護 用 品 と

し て の 貸 出 や 、 小 中 学 校 の 福 祉 体 験 学 習

な ど 、 有 効 に 活 用 さ せ て い た だ き ま す 。

あ り が と う ご ざ い ま し た 。

１ 月 2 0 日 ㈮ 　 ２ 月 1 7 日 ㈮ 　 ３ 月 1 7 日 ㈮

４ 月 2 0 日 ㈬ 　 ５ 月 2 0 日 ㈮ 　 ６ 月 1 7 日 ㈮ 　 ７ 月 2 0 日 ㈬ 　 ８ 月 1 9 日 ㈮

９ 月 1 6 日 ㈮ 　 1 0 月 2 0 日 ㈭ 　 1 1 月 1 8 日 ㈮ 　 1 2 月 2 0 日 ㈫


